
市
民
病
院
助
産
師
、
看
護
師
募
集

勤
務
　
●
平
成
26
年
４
月
１
日
㈫
〜

●
病
棟
勤
務　
３
交
替
と
２
交
替

●
外
来
・
手
術
室
勤
務　
２
交
替

※ 

資
格
取
得
者
は
平
成
25
年
７
月
（
昭

和
38
年
７
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
）、
平
成
25
年
10
月
（
昭
和
38
年
10

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
ま
た
は

平
成
26
年
１
月
（
昭
和
39
年
１
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
の
採
用
も

可
能
で
す
。

※ 

６
月
１
日
㈯
、
７
月
６
日
㈯
、
８
月
３

日
㈯
以
降
、
毎
月
同
様
の
試
験
あ
り
。

対
象　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

●
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
資
格
取
得
者
、

平
成
26
年
３
月
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
資
格
取
得
見
込
者

●
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

人
員
　
80
人
程
度

試
験
　

●
内
容
　
適
性
検
査
、
面
接

●
と
き
　
５
月
11
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ
　
市
民
病
院
８
階
講
堂

申
込
・
問
合
先
　
４
月
30
日
㈫
（
必
着
）

ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
卒

業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
、

資
格
免
許
証
の
写
し
（
資
格
取
得
者

の
み
）
を
郵
送
ま
た
は
直
接
病
院
総
務

課
（
〒
４
８
５
―
８
５
２
０
住
所
不
要

☎
76
―
４
１
３
１
）

◆
お
知
ら
せ

健康通信

健
康
通
信
　
〜
市
民
病
院
よ
り
〜

腎
性
貧
血
と
は

　
今
回
は
腎
性
貧
血
と
そ
の
治
療
法
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
腎
臓
は
、
尿

を
作
る
と
い
う
役
割
以
外
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
に
血
液
を
つ
く
る
働
き
を

促
進
す
る「
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
」（
以
下
、

Ｅ
Ｐ
Ｏ
）
と
呼
ば
れ
る
ホ
ル
モ
ン
が
あ
り

ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
Ｅ

Ｐ
Ｏ
の
分
泌
が
減
り
、
血
液
を
つ
く
る

能
力
が
低
下
し
貧
血
に
な
り
ま
す
。
こ

の
状
態
を
「
腎
性
貧
血
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ｏ
の
発
見
に
は
日
本
人
研

究
者
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
熊

本
大
学
の
宮
家
隆
次
先
生
は
、
再
生
不

良
性
貧
血
の
患
者
さ
ん
か
ら
２
、５
５
０

リ
ッ
ト
ル
も
の
尿
を
集
め
、
乾
燥
さ
せ

た
尿
を
携
え
て
１
９
７
５
年
に
渡
米
し
、

2
年
後
の
１
９
７
７
年
に
Ｅ
Ｐ
Ｏ
の
精
製

に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ

は
製
品
化
さ
れ
、
１
９
９
０
年
に
患
者

さ
ん
へ
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｐ
Ｏ
製
剤
は
、
輸
血
に
頼
っ
て
い
た
腎

性
貧
血
の
治
療
を
大
き
く
変
え
た
画
期

的
な
薬
で
す
。

 

腎
性
貧
血
の
診
断
と
治
療

　
腎
性
貧
血
の
診
断
に
は
血
液
中
の
Ｅ

Ｐ
Ｏ
濃
度
の
値
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

貧
血
が
高
度
に
な
る
と
、
通
常
は
血
液

中
の
Ｅ
Ｐ
Ｏ
濃
度
は
上
昇
し
て
血
液
を

つ
く
る
働
き
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
腎
性
貧
血
の
患
者
さ
ん
で
は
、
貧

血
の
程
度
か
ら
予
想
さ
れ
る
血
液
中
の

Ｅ
Ｐ
Ｏ
濃
度
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
値

と
な
り
ま
す
。

　
腎
性
貧
血
の
患
者
さ
ん
か
ら
「
鉄
分

の
多
い
物
を
食
べ
れ
ば
い
い
で
す
か
？
」

と
の
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、
鉄
分

の
多
い
物
を
食
べ
て
も
貧
血
は
改
善
し

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
る
患
者
さ
ん
で
は
、
鉄
分
の
多
い

肉
や
魚
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
は

控
え
る
べ
き
で
す
。
腎
性
貧
血
の
治
療

に
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
製
剤
を
使
い
ま
す
。
通

常
は
、
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
が

10ｇ
／
dl
未
満
に
な
っ
た
ら
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
製

剤
の
注
射
を
開
始
し
ま
す
。
鉄
が
不
足

し
て
い
る
と
、貧
血
が
改
善
し
な
い
の
で
、

鉄
を
飲
み
薬
か
注
射
で
補
充
し
ま
す
。

　
従
来
の
Ｅ
Ｐ
Ｏ
製
剤
は
半
減
期
が
短

く
、血
液
透
析
患
者
さ
ん
で
は
週
3
回
、

保
存
期
腎
不
全
患
者
さ
ん
（
ま
だ
透
析

治
療
を
受
け
て
い
な
い
腎
不
全
患
者
さ

ん
）
で
は
２
週
か
ら
月
１
回
の
注
射
が

必
要
で
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
、
構
造

を
改
良
し
て
半
減
期
が
延
び
た
Ｅ
Ｐ
Ｏ

製
剤
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
（
左
グ
ラ
フ

参
照
）。
血
液
透
析
患
者
さ
ん
で
は
週

1
回
〜
月
1
回
、
保
存
期
腎
不
全
患
者

さ
ん
で
は
月
1
回
か
ら
2
カ
月
に
1
回

程
度
の
注
射
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
の
目
標
値
は
、

血
液
透
析
患
者
さ
ん
で
は
10
〜
11

g
／
dl
、
保
存
期
腎
不
全
患
者
さ
ん
で

は
10
〜
12ｇ
／
dl
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
―
４
１
３
１
）
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